
 

 

 

 
     

10月 31日会礼の校長の話より 

 

 

 

          
今から２億２千万年前から６千６百万年前までの間の大昔、地球上に恐竜という巨大な動物が栄えた時

代がありました。人気 NO1 は、何といってもティラノサウルス。頭がとても大きくステーキナイフのようなぎざぎざの

歯を持つ最強の肉食恐竜です。ティラノサウルスとともに生きたのがトリケラトプス。最大の角を使って集団でテ

ィラノサウルスと戦った草食恐竜です。これは、そんな恐竜の世界のお話です。 

わたし しんじてるの（お話の概要紹介） 
Iｎ ｍy heart Ｉbelieve iｎ！     作・絵 宮西 達也 

 昔、昔、大昔、トリケラトプスの親子が、山に赤い実を取りに行きました。ガ
ガガガ、突然ものすごい地震が起こり、ほら穴が岩でふさがれました。必死

に子供を助けたお父さんとお母さんが、閉じ込められてしまったのです。 

子供のリケラは、助けを求めに森へ走ります。ヘルメットのような固い頭の

パキケファロサウルス、アヒルのような大きな口を持つアナトティタン、角が

自慢のスティラコサウルス、ハンマーみたいなしっぽを持つサイカニア。助け

に来た恐竜たちは、「こんな硬い岩は初めてだ。」とあきらめてしまいました。 

「しかし、この岩をどけられるやつがこの森でたった一人だけいる。リケラ、 

おまえが会ったら、パクリって食べられちまうぜ。そいつは、あの恐ろしい ティ

ラノサウルスさ・・・・」リケラは、ティラノサウルスのいる谷底に走りました。

「お願いがあるの。わたしを食べて！」「ガオー！」ティラノサウルスが、リケ

ラをぱくりと食べようとしたとき・・・「今はだめ。ほら穴の大きな岩をどけてお父さんとお母さんを助けてくれたら、私を

食べていいから。」（ヒヒヒ・・・岩をどけたら、トリケラトプスのごちそうがいっぱいか。こりゃ、ついてるぜ。）早速、ガーン

ガーンとほら穴に体当たり。でも、岩はびくともしません。めまいでふらふらしてきました。「今に見ていろ。」 

 二人は、夜になっても体当たりを続けました。ティラノサウルスは、ほら穴の中のごちそうを食べるため。リケラは、お 

父さんとお母さんを助けるため。ドーンドーン バーンバーン 体当たりの音は、静かな星空にいつまでも響きました。 

  「うっ」 ティラノサウルスの頭から血が噴き出します。」リケラは、ティラノサウルスのために赤い実を取って来て、 

傷口にそっとやさしく頭に塗ってあげました。「おじさん、ごめんね。この赤い実は、病気やけがを治してくれるの。それ 

から、人の心も優しくしてくれる。そんな不思議な実なの。」 

ピュー。そのとき、ティラノサウルスめがけて石が飛んできました。ガツン！リケラが身代わりになりました。恐竜の仲 

間たちの仕業です。「ここは、悪くて、ずるいティラノサウルスが来るところではない。さっさと帰れ。」ぐったりしたリケラ

がティラノサウルスの腕の中で言いました。「ちがう。このおじさんは、そんな人じゃない。私、信じてるの。」「リケラ、そ

の岩をどけたら、おまえら家族は、みんな食べられちゃうんだぜ。」みんなはあきれて帰ってしまいました。  

  ティラノサウルスは、リケラの傷に赤い実を塗ってやりました。「おまえ、本当におれを信じてるのか？」「うん、みん

なはあきらめたけど、おじさんは、決してあきらめない。おじさんは、悪い人じゃない。私、信じてるの。おじさんも私を

信じて。あの岩をどけてくれたら、私、おじさんに食べられるから。」 

次の日も次の日も、ティラノサウルスは、体当たりを続けました。「おじさん、やめて。おじさんが死んでしまう。」 

 「ガォー！」ティラノサウルスは、ものすごい声を上げながら岩と格闘します。 ガーンガーン 最後の力を振り絞って

岩に頭を打ち付けました。「ガォー！」ガラガラガラ 岩がこなごなに割れました。 

「さあ、早く、おまえのお父さんとお母さんの所に行ってやれ。おれは、のどが乾いた。水を飲んでくるよ。」そう言っ

て、ティラノサウルスは起き上がり、よたよたと歩き出しました。 「おじさん、ありがとう。おじさんを信じて良かった。私、

ここで待ってるから。おじさんとの約束を守るから。」ティラノサウルスは、うれしそうにこくりとうなずき、赤い実を一粒

おいしそうに食べました。 

その日から、リケラがティラノサウルスを見ることは二度とありませんでした。それでもリケラは、ほら穴の前でティラ

ノサウルスを待ち続けました。 何年も経ったある日のこと、リケラはほら穴の岩の上に、たった一粒、赤い実がちょこ

んとおいてあるのを見つけました。「おじさん、ありがとう。」 うれしくてうれしくていつまでも赤い実を見ていました。          
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ひとりはみんなのために。 

みんなはひとりのために。 



作者の宮西達也さんが伝えたいのは、「目に見えない大切なこと」。宮西さんは、宇宙人から、うんこ、おっ 

ぱい、恐竜まで、いろんなキャラクターを描いている人気作家です。作品に流れているテーマは、「おもしろい」

「うれしい」「かなしい」「感動した」「つらい」「楽しい」といった、いつの時代も変わらない人の心です。今は、目

に見えるものの時代。お金とか物とかテストの点とか……確かにそれらも大事です。でもやっぱり、その土台に

ある「目に見えないもの」、ティラノサウルスやリケラのようなやさしさや思いやりや勇気が大切なのです。今、そう

いう土台がない人が増えているから、恐ろしい事件が起こったり、世の中がおかしい方にいってしまったりしてい

ます。でも、目に見えない大切な心がちゃんとあれば、違うと思うのです。目には見えないけれど心の中に、や

さしさや思いやり、勇気が何にもない人は、しあわせになれないと思うのです。 

Ｏｎｅ ｆｏｒ Ａｌｌ！ Ａｌｌ ｆｏｒ Ｏｎｅ！ ひとりはみんなのために。みんなはひとりのために。 

相手を信じて、相手のために精一杯頑張る。11 月の森小学校は、そんなやさしさや思いやりを大切にして

いきたいと思います。みんなが幸せに生きるために。 

行事予定 

１日（水）元気モリモリの日        １６日（木）PTA総務委員会 

２日（木）ワックス塗り①         １７日（金）持久走記録会試走 予備日 

３日（金）  文化の日          ２１日（火）６年生修学旅行（２２日まで） 

森の祭り（～５日まで）     ２３日（木）   勤労感謝の日 

６日（月）校納金振替日          ２５日（土）月曜日課 参観会 懇談会  

８日（水）学校保健委員会               PTAバザー 

１３日（月）森中学校区一貫の日       ２７日（月）振替休日 

森小授業公開 ５校時      ２８日（火）全校会礼 

１５日（水）持久走記録会試走        ３０日（木）持久走記録会 代表委員会 

      読書の時間 集団下校            月例テスト（全学年） 

          

 

 

 降り続く雨のために延期された校内運動会でしたが、 

雲一つない秋晴れの下、２６日（木）に無事開催するこ

とができました。子供たちは、これまで練習してきた成 

果を十分に発揮して、力一杯活動ができました。結果は

総合優勝が赤組、応援賞は青組でした。一人一人の真剣

な表情には、どちらも勝敗には代えがたい輝いた姿が見   

られました。御声援をいただきありがとうございました。  ＜優勝の喜びをかみしめる児童＞ 

    

 

 園児との結びつきを深めようと、本年度は森幼稚園、

摩耶保育園、ときわ保育園へ 1年生がそろって訪問し 

ています。読み聞かせやゲームを通して、子供たち同 

士がかかわり楽しい時間を過ごしています。森小では 

1年生ですが、園を訪問すると立派に成長したたのもし

いお兄さん、お姉さんの姿が見られました。      ＜園児の前で応援を披露する児童＞ 

 

森小応援団の皆様  大上の村松さんからバラの花束を、新町の中田様から球根をいただ

きました。いつもお心遣いをいただきありがとうございます。 

待ちに待った運動会 無事開催！  

1年生と森幼稚園との交流会 


